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2002年にアメリカ腎臓財団は､ 慢性腎臓病
































た｡ その中から､ ｢エンパワメント｣ の定義､ 構
成概念が明確である論文９件と､ 解説３件､
2005年～2013年のCINAHLの検索システムを用い








Review of the Literature of Empowerment in Nursing
－Application for Pre-Dialysis Patients
with Chronic Kidney Disease on Nursing in Japan－
西 岡 久美子(Kumiko Nishioka)＊ 中 野 綾 美 (Ayami Nakano)＊＊
 
本研究の目的はわが国の看護におけるエンパワメント概念の主要な属性を識別し､ この概念の意味を明らかにするこ
とである｡ エンパワメントの属性は､ ①関係性を維持する､ ②知識や技術を習得する､ ③心に余裕を持つ､ ④実践する､
⑤前に進む力を持つが抽出された｡ 透析導入前ＣＫＤ患者のエンパワメントとは､ ｢医療機関で治療中のＣＫＤ患者が､
疾病の自己管理を行うという目的を達成するために､ 社会に参加し､ 関係性を維持しながら必要とする知識や技術を習
得し､ 心に余裕を持ちながら､ 自分なりの力を発揮している状態である｣ と定義づけられた｡ また､ エンパワメント概
念は､ 進行する疾患と共に生きていく､ 透析導入前ＣＫＤ患者に対して､ 有用な概念であることが示唆された｡
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＊山陽学園大学看護学部 ＊＊高知県立大学看護学部






祉､ 開発途上国開発､ 医療､ 教育などの領域に


















久木田３は､ empowermentとは､ ｢力｣ という
意味の ｢power｣ に､ ｢～にする､ ～を生じさせ
る｣ という意味の接頭語の ｢em｣ と名詞形を作
る接尾語の ｢ment｣ がついた語であり､ ｢The
action of empowering someone ; the state of
being empowered｣７) と言うように､ エンパワー
した行動､ エンパワーした状態と述べている｡










の利用者､ 消費者がより力を持ち､ 力を､ 諸種
の不利な点をもった個人とグループに移してい
くという意味を含むエンパワメントという用語
は､ その人たちの解放､ 権限の授与､ 市民権､
促進､ 活発化という意味も含まれるが７)､ 共通

















の資源 ｢１生活空間､ ２余暇時間､ ３知識と技































































法＞17)21)25)26) ､ ＜決定する力＞21)22) ､ ＜知識や技
術＞12)13)17)18)21)25)から構成されている｡
③心に余裕を持つ



























































つながりの実感 ○ ○ ○ ○
社会とのつながり ○ ○ ○ ○ ○ ○
信頼関係 ○ ○ ○












コントロール感 ○ ○ ○ ○ ○
自己主張 ○
感情表出 ○
整える力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自分なりの方法 ○ ○ ○ ○
決定する力 ○ ○


















共に参加すること ○ ○ ○ ○
実践 ○ ○ ○ ○ ○ ○











意欲 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自律 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
結果期待 ○
自己効力感 ○ ○ ○ ○ ○































































































































































２) Walker,L,O.,Avant,K,C ： Strategies for
Theory Construction in Nursing (第４版)､
2005､ 中木高夫､ 川修一､ 看護における
理論構築の方法､ 89-122､ 医学書院､ 2008.
３) 久木田純：エンパワーメントとは何か､ 久
木田純､ 渡辺文夫 (編)､ エンパワーメント
人間尊重社会の新しいパラダイム､ 現代の





５) 幸田正孝､ 高久史麿､ 坪井栄孝､ 三浦文夫：
保健＋医療＋福祉の現代用語 WIBA2001年
判､ 日本医療企画､ 東京､ 2001.
６) The WHO Health Promotion Grossary ,
http://www.who.int/healthpromotion/about
/HPG/en/ (2013.11.30).
７) Oup､ Lesley Brown：The New Shorter Oxford Di
ctionary､ Oxford University Press､ 1993.
８) ジョンフリードマン：Empowerment: The
Politics of Alternative Development (第
１版)､ 1992､ 市斉藤千宏､ 雨森孝悦､ 市民・
政府・ＮＧＯ ｢力の剥奪｣ からエンパワー








の動向と課題､ 看護研究､ 29(6)､ 453-464､
1996.






誌､ 30(2)､ 44-53､ 2010.
13) Annette,N. ､ Dan,M.,Kerstin,W. et al：
Empowerment Intervention in Outpatient
Care of Persons with Chronic Kidney
Disease Pre-Dialysis､ Nephrology Nursing
Journal､ 39(4)､ 285-294､ 2012.
14) Tim,S.,King,L.,Bennett,P,N.：Empowerment
for people with end stage renal disease:
A literature review､ Renal society of
Australasia Journal､ ３(2)､ 52-58､ 2007.
15) 森田夏実：血液透析療法を受けながら生活
している慢性腎不全患者の“気持ち"の構造､




Care Research､ 11(3)､ 69-76､ 2012.
17) 麻原きよみ：エンパワメントと保健活動
エンパワメント概念を用いて保健婦活動を
















祉学会誌､ ９(2)､ 19-29､ 2003.
23) 百瀬由美子：高齢者のヘルスプロモーショ
ンにおけるエンパワーメント尺度の開発､
身体教育医学研究､ ８､ 21-32､ 2007.
24) 迫田裕子､ 田中宏二､ 淵上克義：教師が認知
する校長からのソーシャルサポートに関する





26) 橋本卓也､ 岡田進一､ 白澤政和：障害者の
セルフ・エンパワメントの内的生成要因に
ついて 自立生活を送る重度障害者に焦点
をあてて､ 社会福祉学､ 48(4)､ 2006.
27) 長尾佳代：長期透析者のエンパワメント活
用について､ 日本看護学会論文集 成人看護




29) 松村明編, 大辞林 第二版､ 三省堂､ 東京､
2006.
30) Anita,E,M.､ Anne,B.､ Laurene,S.：Learning
from Stories of People with Chronic
Kidney Disease､ Nephrology Nursing Jour
nal､ 35(1) ､ 13-20､ 2008.
31) 田川由香､ 正木治恵､ 野口美和子他：慢性
腎不全間者の疾病認識と自己管理について､
千葉大学看護学部紀要､ 18､ 89-95､ 1996.












35) Lucia,C.､ Heather,B.､ Elizabeth,M,C.et al：
The Self-Management Experience of People with
Mild to Moderate Chronic Kidney Disease､
Nephrology Nursing Journal､ 35(2)､ 147-155､
2008.
36) 日本腎不全看護学会：腎不全看護 (第３版)､
128-138､ 医学書院､ 2009.
高知女子大学看護学会誌第39巻第２号 (2014)
― 93 ―
